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1 1.連絡先／4.団
体の概要 

規約（⽬的・事業・役
員・会費） 

Web 新
HP 

https://bosaijuku-daruma.com 

 
◯リーフレット  

 
◯防災塾・だるま：リニューアルＨＰ（2025 年６⽉公開）から https://bosaijuku-daruma.com/ 

 

 
防災塾 

 
 
 
 
 
 
 

https://bosaijuku-daruma.com/
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防災塾・だるま 規約（令和 7 年度改定）  
（名 称） 
第 1条 この会は、「防災塾・だるま」（以下「本会」という）と称する。 
 
（事務局） 
第２条 本会の事務局を塾⻑宅に置く。（〒-143東京都⼤⽥区⼤森⻄ 2-30-9-1109） 
 
（⽬ 的） 
第３条 本会は、あらゆる防災活動を通じて会員相互の防災⼒向上を図るとともに、防災に関わる情報共有化
のためのネットワークを構築し、地域社会の防災まちづくりに貢献することを⽬的とする。 
（事 業） 
第４条 本会は、前条の⽬的を達成するために、次の事業を⾏う。 
(1) 防災まちづくりに関する情報の収集及び調査研究 
(2) 会員相互の防災まちづくりに関する知識向上のための情報交換会⼜は意⾒交換会の開催 
(3) 防災まちづくりに関する講座またはイベント等の開催 
(4) 他の機関・団体等の防災まちづくりに関する講座やイベント等への⽀援、⼜は共同企画並びに運営等 
(5) 防災まちづくりに関する調査研究結果等の地域及び⾏政等への提⾔ 
(6) その他、本会の⽬的達成のために必要な事項 
（会員の種類及び資格） 
第５条 本会の会員は、次の 2種とする。 
(1)正会員 機関・団体⼜は地域等で防災まちづくりに関する調査・研究或いは実践活動をしている者、若しく
は防災まちづくりに関する意識と興味を持ち、今後防災まちづくり活動を実践しようとする者で、本会の趣旨
に賛同して⼊会した個⼈。 
（2）賛助会員 本会の趣旨に賛同し、活動を⽀援するために⼊会した個⼈及び団体。 
（会 費） 
第６条  会員は、次に定める年会費を年度初めに納⼊しなければならない。 
         正会員        2,000円 
        郵送会員        4,000円（郵送費⽤含む） 
        学⽣会員       免除 
                 賛助会員       ⼀⼝：5,000円（⼀⼝以上） 
2.退会の場合、既納の会費は返⾦しない。 
3. 年会費の納付が 1 会計年度以上滞った場合に、督促を⾏った上で滞納が続いた場合は、退会の意思表⽰と⾒
なす。 
（役員等） 
第７条 本会を円滑に運営するため、次の役員を置く。 
(1) 名誉塾⻑   1 名 
(2) 塾⻑     1 名 
(3) 副塾⻑    5 名以内 
(4) 会計     2 名以内 
(5) 総務     2 名以内 
(6) 理事     20 名以内(塾⻑・副塾⻑・会計・総務を含む） 
(7) 監査     2 名以内 
2.役員会の議決権は理事にある。 
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3.理事、監査の選出は、会員の互選とする。 
4. 塾⻑、副塾⻑ほか理事の役職は、理事の互選とする。 
5.理事・監査の任期は 2 年とし、再任は妨げない。 
6.本会が必要とする助⾔及び⽀援を受けるため、名誉塾⻑、顧問及び相談役を置くことができる。 
（役員等の職務） 
第 8条 役員の職務 
(1) 塾⻑  本会を代表し、会務を総理する。 
(2) 副塾⻑ 塾⻑を補佐し、塾⻑に事故ある時は代⾏する。 
(3) 会計  会計事務および資産の管理。 
(4) 総務  会員管理および各種活動の庶務的対応。 
(5) 理事  理事は本会運営に参画する。 
(6) 監査  会計、資産状況、及び業務を監査する。 
2. 名誉塾⻑・顧問・相談役の業務 
(1) 名誉塾⻑  本会設⽴の理念を代表し、本会運営の助⾔・提⾔・⽀援を⾏う。 
(2) 顧問     本会の求めに応じて、役員会に出席し助⾔・提⾔を⾏う。 
(3) 相談役    必要に応じて、役員会に出席し助⾔・提⾔を⾏う。 
（会議等） 
第 9条 本会は、総会、役員会、定例会、その他必要な会議を⾏う。 
２．総会は、年度当初の 2ヶ⽉以内に開催し、下記の主要事項について審議し、議決が必要な事項については
正会員出席者の過半数をもって決する。 
 (1) 規約の変更 
 (2) 活動報告及び収⽀決算 
 (3) 活動計画および収⽀予算 
  (4) 役員の選出 
 (5) その他の重要事項 
3. 役員会は、総会付議事項、定例会付議事項などについて協議すると共に、本規約に定めのない事項について
審議する。 
また、必要に応じて顧問および相談役の参加を求め、助⾔を受けたり、相談したりすることが出来る。 
4. 定例会は、会員相互の情報の共有・意⾒交換を⾏うため、原則として隔⽉で⾏う。また、総会の議決事項以
外で議決が必要な事項は、定例会で審議し正会員出席者の過半数をもって決する。 
5. その他必要な会議は、議決権はないが、随時⾏うことができる。 
9. 塾⻑は、必要に応じて臨時の総会を召集することができる。 
（その他） 
第 10条 本会の運営経費は会費、事業収⼊、補助⾦並びに寄付⾦等をもってこれに充てる。 
２．本会の事業年度及び会計年度は、毎年 4⽉ 1⽇から翌年 3⽉ 31⽇までの 1 年間とする。 
附 則 
本規約は、平成 18 年 8⽉ 1⽇から施⾏する。 
本規約の改定は、平成 22 年 4⽉ 1⽇から施⾏する。 
本規約の改定は、平成 23 年 4⽉ 22⽇から施⾏する。 
本規約の改定は、平成 25 年 4⽉ 26⽇から施⾏する。 
本規約の改定は、令和 3 年 5⽉ 28⽇から施⾏する。 
本規約の改訂は、令和 4 年 5⽉ 26⽇から施⾏する。 
本規約の改訂は、令和 7 年 5⽉ 15⽇から施⾏する。 
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3 2.取組概要（背景） 塾⻑挨拶（理念・活動⽅針） Web 新

HP 

https://bosaijuku-daruma.com/jukuchou/ 
 

 
「防災塾・だるま」の創設と防災まちづくり談義の会 200回のあゆみ（新ＨＰ） 

塾⻑ 鷲⼭ ⿓太郎 
「防災塾・だるま」が発⾜したのは、阪神・淡路⼤震災から 11 年を経た 2006 年のことです。本塾は、都市型
⾃然災害の現実に正⾯から向き合い、ハードとソフトの両⾯からの対策が必要であるという、神奈川⼤学荏本
孝久教授の理念に基づいて設⽴されました。 
この理念に共感した会員たちは、学びを深め、共有し、その発展と継続のために⽇々尽⼒してきました。防災
塾・だるま発⾜の経緯については、『防災まちづくり談義の会 100回のあゆみ』をご覧ください。 
主な災害への対応 
以来、「防災塾・だるま」は数多くの災害に向き合い、対応してきました。そして東⽇本⼤震災、熊本地震、⻄
⽇本豪⾬、能登半島地震など、さまざまな災害に関する知⾒と経験を積み重ね、蓄積してきました。こうした
活動の中で、私たちは常に「実践知」としての防災を探究してきました。 
防災まちづくり談義の会 200回記念を迎えて 
2024 年 11⽉、「防災まちづくり談義の会」は記念すべき 200回を迎えました。これを機に、会員アンケートや
有志による発表を通じて過去の活動を振り返り、その叡智を集約する機会としました。また、これまでの歩み
を振り返るとともに、今後の防災まちづくりの展望を共有する貴重な場となりました。 
防災庁設置準備室の設置と重なるタイミング 
奇しくも同じ 2024 年 11⽉、⽯破政権の提唱により「防災庁設置準備室」が発⾜しました。 
その基本⽅針には、「防災塾・だるま」の理念と通じる部分も多く、⼤きな期待を寄せています。 
今後の展望 
「防災塾・だるま」では、地域での活動、被災地⽀援ボランティア、専⾨家による災害への多⾓的な考察な
ど、多様な視点から防災に取り組んできました。今後もその知⾒を集約し、防災庁設置に向けた具体的な指針
に反映させていきたいと考えています。 
その⼀環として、2025 年 4⽉には提⾔書を定例会にて取りまとめ、合意形成の上、防災庁設置準備室に提出す
る⽅針です。 
こうした活動を通じて、「防災まちづくり談義の会」200回分の学びが、2026 年の防災庁創設に向けた具体的な
提⾔として結実することを⽬指しています。 
謝辞 
本アーカイブを振り返るにあたり、本会を創設し導いてくださった荏本孝久名誉塾⻑、ご助⾔いただいた顧問
の皆さま、貴重なご講義をいただいたすべての講師の皆さま、多⼤なるご努⼒をいただいた池⽥邦昭元副塾⻑
はじめ歴代の役員の皆さま、そして共に活動を⽀えてくださった全ての会員の皆さまに、⼼より感謝申し上げ
ます。  (2025 年 4⽉) 

   能登半島地震 地盤隆起した漁港にて  

東⽇本⼤震災 ⽯巻市⽴⼤川⼩学校跡にて 

https://bosaijuku-daruma.com/jukuchou/
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4 2.取組概
要（背
景） 

活動の記録
（退任記念
誌）トップ 

We
b 

旧
HP 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_t
aininkinenshi/index.html 

防災塾・だるま」活動の記録〜荏本孝久先⽣退任記念誌〜から 

 

 
 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/index.html
https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/index.html
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5 3-(1) 情報収

集・調査研究 
被災地視察・防災街歩きのご
案内 

Web 新HP https://bosaijuku-
daruma.com/shisatu/ 

 

 

https://bosaijuku-daruma.com/shisatu/
https://bosaijuku-daruma.com/shisatu/


 10 

 
 



 11  



 12 

6 3-(2) 情報交換
会・意⾒交換会 

講座 談義の会・KU エクス
テンション講座紹介 

Web 新HP https://bosaijuku-
daruma.com/ 

 

 

 
 

https://bosaijuku-daruma.com/
https://bosaijuku-daruma.com/
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7 3-(2) 情報交
換会・意⾒交

換会 

活動実施記録資料
（談義の会のあゆ

み）抜粋 

PDF 旧
HP 

👉防災まちづくり談義の会アーカイブ⼀覧 

 

 
 
 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/danginokai_archive.pdf
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8 3-(3) 講
座・⼈材

育成 

養成講座活動
記録⼀覧 

2006‒2025 

P
DF 

旧
H
P 

👉神奈川⼤学連携エクステンション講座実施記録 

 

 
 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/%E9%A4%8A%E6%88%90%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E6%B4%BB%E5%8B%95%E8%A8%98%E9%8C%B2.pdf
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9 3-(3) 講座・
⼈材育成 

2019 年 養成講座 
講義録（抜粋例） 

PDF 旧
HP 

https://darumajin.sakura.ne.jp/40youseikouza/y
ouseikouza2018/13kai_1genme20181011.pdf 

 

 

 
 

https://darumajin.sakura.ne.jp/40youseikouza/youseikouza2018/13kai_1genme20181011.pdf
https://darumajin.sakura.ne.jp/40youseikouza/youseikouza2018/13kai_1genme20181011.pdf
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10 3-(3) 講座・
⼈材育成 

2024 年 養成講座 講
義録（抜粋例） 

PDF 旧
HP 

https://darumajin.sakura.ne.jp/40youseikouza/
2024extension_report.pdf 
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11 3-(4) 他機
関連携・共
同運営 

ぼうさいこくたい
2023 Os-7 活動記録 
アーカイブＨＰ 

PDF 旧 HP 👉ぼうさいこくたい２０２３アーカイブページ 
講座全記録 
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◎オリジナルセッション神奈川Os-7では、荏本孝久名誉塾⻑を実⾏委員⻑、鷲⼭⿓太郎塾⻑が事務局⻑を務
め、防災塾・だるまの総⼒で運営した。 
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12 3-(4) 他機
関連携・共
同運営 

Os-7 講演要旨・資
料⼀覧（0914 版）
抜粋 

PDF 旧
HP 

👉ぼうさいこくたい 2023Os-7 講演要旨⼀覧 
👉アーカイブＨＰbosai-kanagawa.net 
👉ぼうさいこくたい 2023Os-7全記録 

 

http://bosai-kanagawa.net/
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👉ぼうさいこくたい２０２３ オリジナルセッション神奈川 Os-7 総括の⾔葉 
（鷲⼭実⾏委員⻑：防災塾・だるま塾⻑） 
 
 
👉ぼうさいこくたい２０２３全体クロージングセッション挨拶 
 
 2⽇間にわたる「ぼうさいこくたい 2023」へ参加された皆様、お疲れさまでした。今回このイベントでは、
皆様のご協⼒により素晴らしいイベントになったと思います。終了にあたり、まず内閣府、神奈川県、横浜市
を始め会場を提供下さった横浜国⽴⼤学に感謝申し上げます。 
 今回は、毎年開催されて来た「ぼうさいこくたい」の８回⽬ということで、かなりの実績を踏まえた企画で
開催されたと思います。 
 それぞれの開催地で、⼤きな成果を挙げていると思います。今回も神奈川県で開催されるということで、そ
のことを最重要点として考えて私共の企画を進めてきました。 
 本年 4⽉から神奈川県のイニシアチブの基で、４回の現地情報共有会議を開催して頂いただいいて、情報共
有化と「神奈川県の特徴」という点について検討と相談を重ね、企画を進めてきました。 
 特に、私達はオリジナルセッション Os-7 として、９つの団体が連携して 2⽇間通しで特徴あるセッションを
開催させていただきました。⾮常に短期間で多数の団体の連携を図るということで、難しさもありましたが、
皆さんのご協⼒で無事終えることができました。 
 今後⼤きな地震災害の発⽣とそれによる⼤震災が危惧されていますが、今回の「ぼうさいこくたい 2023」の
経験が⽣かされて、これからの防災・減災活動に有⽤な原動⼒となること期待したいと思います。 
 また、今後の皆様の地域防災活動の益々の発展を願っております。有難うございました。 
 
２０２３年９⽉１８⽇ 
             ぼうさいこくたい２０２３現地情報共有・連携会議 
                   神奈川⼤学名誉教授  荏本孝久（防災塾・だるま名誉塾⻑） 

👉ぼうさいこくたいオリジナルセッション神奈川OS-7 アーカイブＨＰ 
http://bosai-kanagawa.net 

 
 

 
 
 
 
 
 

ぼうさいこくたい 
オリジナルセッション
神奈川OS-7 アーカイ
ブＨＰ 
http://bosai-kanagawa.net 

 
 
 

http://bosai-kanagawa.net/%e3%81%bc%e3%81%86%e3%81%95%e3%81%84%e3%81%93%e3%81%8f%e3%81%9f%e3%81%84%ef%bc%92%ef%bc%90%ef%bc%92%ef%bc%93-%e3%82%aa%e3%83%aa%e3%82%b8%e3%83%8a%e3%83%ab%e3%82%bb%e3%83%83%e3%82%b7%e3%83%a7%e3%83%b3/
http://bosai-kanagawa.net/%e3%81%bc%e3%81%86%e3%81%95%e3%81%84%e3%81%93%e3%81%8f%e3%81%9f%e3%81%84%ef%bc%92%ef%bc%90%ef%bc%92%ef%bc%93%e5%85%a8%e4%bd%93%e3%82%af%e3%83%ad%e3%83%bc%e3%82%b8%e3%83%b3%e3%82%b0%e3%82%bb%e3%83%83/
http://bosai-kanagawa.net/
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13 3-(4) 他機関連
携・共同運営 

（連携）かながわ・よこは
ま防災ギャザリング 

Web ペ

ージ 
新HP https://bosaijuku-

daruma.com/bosai-gathering/ 

 

かながわ・よこはま防災減災体験フェアー2025 開催趣旨・概要 

 

１．開催趣旨（※実行委員会規約に基づく） 

「かながわ・よこはま防災ギャザリング実行委員会」は、災害時における神奈川県内外のボランティア団体および関係機関

が、それぞれの立場を超えて連携・協働できる関係性を構築し、平時から地域防災力の向上を図ることを目的としていま

す。 

本フェアーでは、行政・企業・地域団体・市民が一体となって「減災」に向けた実践的な取り組みを広く発信し、体験を通

じた気づきと学びを共有する場とするものです。 

 

２．イベント名称 

かながわ・よこはま防災減災体験フェアー2025 

 

３．開催日時 

令和 7 年（2025 年）11 月 22 日（土）9:30～13:00 

※出展者集合：8:30、撤収完了：13:00 

 

４．開催場所 

横浜市民防災センター（横浜市神奈川区沢渡 4-7） 

（屋内展示・屋外展示・研修室利用あり） 

 

５．主催 

かながわ・よこはま防災ギャザリング実行委員会 

代表：実行委員長 荏本孝久 （神奈川大学名誉教授） 

 

６．共催（予定） 

• NPO 法人 神奈川災害ボランティアネットワーク 

• 公益社団法人 SL 災害ボランティアネットワーク 

• 防災塾・だるま 

• 日本防災士会 神奈川県支部 

• 横浜市消防局（調整中） 

 

７．協力（予定） 

神奈川県、横浜市、神奈川区、地域団体、教育機関、企業 ほか 

 

８．実施内容 

• 体験型ブース（応急手当、備蓄体験、防災 VR、消火訓練 ほか） 

• 啓発展示（パネル展示、パンフレット配布、防災・防犯・交通安全啓発等） 

• 講演会・ワークショップ（防災教育、防災 BCP、DIG体験など） 

• 屋外活動（自衛隊・消防・災害車両・水道局装備展示 ほか） 

https://bosaijuku-daruma.com/bosai-gathering/
https://bosaijuku-daruma.com/bosai-gathering/
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• スタンプラリーやクイズ形式による参加型学習 

• 行政機関・企業・NPO・学校による防災活動紹介 

 

９．来場対象 

地域住民（子どもから高齢者まで）、防災関係団体、自治会・町内会、防災教育関係者 など 

※過去の実績：来場者 約 200～300 名、出展団体 約 20～25 団体 

 

10．後援申請予定先 

神奈川県／横浜市／神奈川県教育委員会／横浜市教育委員会 ほか 

 

11．その他 

• 出展費用：無料 

• 出展者にはマニュアルを配布し、安全管理・広報連携を徹底 

• 屋外展示は荒天中止（前日 16時に判断） 

 

12．問い合わせ先 

かながわ・よこはま防災ギャザリング実行委員会 事務局 

担当：鷲山 龍太郎（事務局長）防災塾・だるま塾長 

TEL：080-1077-4537 

FAX：03-3766-7998 

Email：wasshiy@me.com 

 「かながわ・よこはま防災減災体験フェアー」公式ＨＰ  https://kybousaigathering.wixsite.com/home 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:wasshiy@me.com
https://kybousaigathering.wixsite.com/home
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14 3-(5) 地域・⾏政
への提⾔ 

防災庁創設への市⺠提⾔
（本⽂ PDF・返信） 

Web 新HP https://bosaijuku-
daruma.com 

閣官房 防災庁設置準備室 
室⻑ 阪⽥ 渉 様 
 

防災庁創設に向けた市⺠提⾔ご拝読とご検討のお願い 
 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
防災庁創設に向けた崇⾼なご尽⼒に、⼼より敬意を表します。 
さて、本会では、「防災庁設置アドバイザー会議」の開催を受けて、防災に取り組む多様な市⺠、専⾨家、災害
ボランティア経験者を含む会員の意⾒を集約すべく、学習会を開催してまいりました。 
内閣府およびアドバイザーの皆様が⽰された⽅向性に基本的に賛同いたしますが、現在設けられているヒアリ
ング期間において、本会の提⾔をぜひご⼀読いただき、検討の⼀助としていただければ幸いです。 
また、防災庁創設と新たな体制の構築にあたり、市⺠意⾒を結集する組織として、本会も引き続き提⾔や意⾒
表明を⾏ってまいりたいと考えております。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
1. 本会「防災塾・だるま」について 
本会は、神奈川県を拠点とする市⺠団体であり、2006 年の創設以来、防災講演会、交流会、被災地視察等を継
続的に実施してまいりました。 
 
2. 提⾔書の位置づけと⽬的 
本会の主要活動である「防災まちづくり談義の会（講演会・交流会）」は、2024 年 11⽉に第 200回を迎えまし
た。この節⽬が防災庁設置準備室の開設時期と重なったことを契機に、これまでの防災研究の蓄積を活⽤し、
「防災⽴国」の実現に向けた国⺠の願いと提⾔をお届けすることといたしました。 
 
3. 提⾔の集約⽅法 
神奈川県選出の衆議院議員であり、総務⼤⾂政務官である古川なおき⽒にご講演を依頼し、本会第 202回「防
災まちづくり談義の会」を開催しました。 
その際、事前に会員の意⾒を収集し、当⽇は意⾒交換を実施。古川政務官の代理として出席された秘書・中川
颯⼠⽒とも意⾒を交わしました。 
その後も会員間での検討・協議を重ね、最終的に全体会を経て、本提⾔として取りまとめました。 
4. 提⾔整理の観点 
以下の論点を踏まえ、会員の意⾒を対⽐・分析し、体系的に整理いたしました。 
（1） 内閣府防災の組織・定員拡充の⽅向 
（2） 防災庁設置に向けた主要論点およびアドバイザー会議における議論との⽐較検討 
（3） 会員の切実な思いを「⾃助・共助・公助・新時代対応」という本会の研究の柱を基軸として整理 
 
令和 7 年 6⽉ 24⽇ 

防 災 塾 ・ だ る ま  
塾    ⻑ 鷲⼭ ⿓太郎 
名誉塾⻑ 荏 本 孝 久  

 
 

https://bosaijuku-daruma.com/
https://bosaijuku-daruma.com/
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「防災塾・だるま」から防災庁創設への市⺠提⾔ 

 
令和７年（２０２５年）５⽉１５⽇定例会合意案（以後微修正） 防災塾・だるま 

 
はじめに 

 
防災塾・だるまは、地域防災の専⾨家やボランティアで構成された市⺠団体です。私たちは防災庁の創設を強
く⽀持し、⼤きな期待を寄せています。本提⾔は、防災庁設置準備室が開設された 2024 年 11⽉で 200回に達
した本会の防災学習会（防災まちづくり談義の会）を総括し、その後、会員提⾔アンケート、提⾔集会、さら
なる学習会を経て 2025 年５⽉に共通理解化したものです。 
この提⾔は内閣府の⽅針とアドバイザー会議の意⾒と参照しつつ整理した重要な観点をまとめたものです。防
災庁設置準備室での慎重な検討をお願い申し上げます。 
 

提 ⾔ 
１. 「公助」の観点から 
（１）「防災関連法令の不整合」の法的整理と遵守監督  防災

庁は、国家的な災害対応の中枢機関として、全ての防災活動を調 整
し、迅速な対応を⾏う。平常時には、防災関連法令間の乖離
（例：消防法と⽔防法/災害対策基本法と国⼟強靭化法/消防法と 学校
保健安全法等々）を解消し、整合を図る法整備を推進する。これ に基
づき、法令に⽰された⽬標（例：地区防災計画、要援護者⽀援、 耐震
化、学校と地域の連携など）が、教育普及、遵守、実現されるよ う
に、各省庁を統括し監督する。 

（２）政府、⾃治体（地域）、地区が⼀丸となった災害対応能⼒の確⽴ 総⼒
による災害対応能⼒を⾼め、事前準備を強化するとともに、⾃治 体任
せ、防災において法的責務のない任意団体である⾃治会等に依存しすぎている現状を⾒直し、政府、⾃
治体（地域）、地区が⼀丸となった官⺠が連携した実効性ある防災システムを構築する。 

（３）災害ボランティアや各種専⾨家を「特別公務員」として制度化 
有事に備え、災害対応に対応できる専⾨的な⼈材を育成し、必要に応じて動員できる体制を構築する。
（⾃衛隊の予備役のように）事前登録と研修を制度化し、報酬の⽀給を含む制度の創設を図る。災害時
には被災地以外の⼈員による救援活動が展開される体制を作る。 

（４）SUM基準による即時被災地⽀援 
スフィア基準や TKB48（48時間以内のトイレ・キッチン・ベッド）を実現するために、イタリア式避
難所の要となる SUM（同⼀企画・ユニット化・モビリティ）基準を基に、即時被災地⽀援システムを
全国ネットで実現する。 

（５）復興⾏政における市⺠参画による⾼度な調整 
防災庁は、地域での関係者間の調整機能を強化し、⾃治体や関係機関、市⺠参画による復旧・復興を⾒
据えた防災計画を整備する。 

（６）「防災・復興コーディネーター」の育成・配置 
事前防災から復旧・復興に⾄るまで、⾏政、住⺠、関係機関の合意形成を⽀援する「防災・復興コーデ

ィネーター」を育成し、各地に配置する。 
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２. 「共助」の観点から 
（１）「防災地区」全国⼀律指定 全国

の⾃治体に対し、「防災地区」の指定を義務づけるため、災害 対策
基本法を改正する。 

（２）「地区防災計画」策定と「地区防災会議」開催  各防
災地区において、⾏政、学校、住⺠、事業所、医療機関、消防 団な
どが参加する「地区防災会議」を⾏政主導で年１回以上開催 し、
標準項⽬に基づいた「地区防災計画」を策定する。計画には、 災害
リスク、避難⾏動、復旧・復興、役割分担、専⾨家活⽤、各主 体・
⾏政の責務などを明記する。 

（３）「地区防災マニュアル・地区防災マップ」の策定  地区
ごとの防災計画に基づいた防災教育の⼀環として、「地区防災マ ニュ
アル」および「地区防災マップ」を策定するものとする。これらは、全国統⼀基準に従い策定されるもの
であり、AI等の技術を活⽤した策定⽀援システムの導⼊を提案する。 

（４）地区総合防災訓練の実施  
地区防災計画・マニュアルに基づいて住⺠と関係団体が参加する地区総合防災訓練を⾏う。学校は特別活
動として防災教育に参加する。 

（５）実効的な避難⾏動と要援護者⽀援 
災害関連死を予防するため、地区防災計画の中に要援護者⽀援を規定し、⾏政主導で個⼈情報保護法に配
慮した標準的⽀援体制を確⽴。避難⽀援体制の実効性を⾼める。 

（６）「ふるさと防災団体」の指定と公的⽀援 
市⺠活動や防災教育の普及を促進する地域で実際に活動する団体への経済的⽀援を法制化する。 

 
 
3. 「⾃助」の観点から（⾼齢化社会に対応した公助の⾃助⽀援） 
（１）地盤による建物倒壊リスクの「⾒える化」と耐震化推進 地盤ハ

ザードマップの⾼精度化により、地盤情報と建物倒壊リスクの 「⾒え
る化」を進める。 

（２）「常時微動」を使⽤した地盤調査やボーリング調査データの共有 によ
り、詳細な地盤調査と優先的な耐震化推進 
地盤が脆弱な地域や要⽀援者世帯を優先対象とし、住宅の耐震化 を強⼒
に推進する。 

（３）2000 年以前の建築物の耐震診断と低価格耐震⼯事の推進 2000
年以前に建てられた建築物の耐震診断と、地盤条件に基づく優先 的な耐
震化を明確にすることにより、⼀部地⽅で実績がある低価格耐震化、地盤改良、家具転倒防⽌・整理など
の対策を優先順に推進する。 

 
 
 
4. 「新しい災害課題」の観点から 
（１）省庁横断的なインフラ強化と復旧 

上下⽔道等⽼朽化したインフラ、ITを含む新インフラに対して省庁横断的な調整を強化し、災害時の被
害を最⼩化する。 
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（２）⼈為的要因を含む災害リスクへの対応 
感染症や原⼦⼒災害など⼈為的要因に備えた対策を強化し、事業所の地区防災会議への地区防災計画の策
定に参画することを明確化する。 

（３）「国際園芸博覧会(EXPO2027)」跡地等の防災⽬的活⽤ 
横浜市旭区・瀬⾕区にわたる広⼤な敷地を活かし、体験型屋外訓練広場を常設化し、さらに、防災庁を中
⼼とした⾃衛隊・警察・消防・⾃治体・地域住⺠による連携訓練の拠点にする 

 
 
 
防災庁設置準備室への６⽉２４⽇の提⾔書提出に対する、６⽉２５⽇ 防災庁設置準備室からの返信 
 

 
防災塾・だるま  
塾⻑ 鷲⼭様 
 

平素より、防災⾏政にご理解とご協⼒を賜り、誠にありがとうございます。 

これまで講演会を数多く開催されてきたことを⼼強く思うとともに、 

このたびは、貴団体より貴重なご提案をお寄せいただき、⼼より御礼申し上げます。 

・全体を俯瞰して防災関連法令の整合をとること 

・被災者⽀援にあたり、標準化を進めること 

・リスクを⾒える化し、耐震化を進めること 

などをはじめ、重要な視点を提供いただいていると感じました。 

また、具体的な法律の改正案まで⽰していただき、驚くばかりです。 

いただきましたご提案につきましては、今後の施策の検討にあたって参考とさせていただきます。 

市⺠の皆様からのご意⾒・ご提案は、よりよい防災体制の構築に向けた⼤切な⼿がかりとなるものであり、私ども
としても真摯に受け⽌めてまいります。 

今後とも、地域の防災⼒向上のため、ご理解とご協⼒を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げるとともに、 

貴団体の益々の発展を祈念しております。 

--------------------------------------------- 
内閣官房 防災庁設置準備室 

参事官補佐 箕打 正⼈（Miuchi Masato） 

中央合同庁舎第８号館 407-2 

電話：03-5253-2111 

--------------------------------------------- 
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15 3-(6) 教材公開・
KPI 

防災教育教材（J-DAG／テ
キスト等） 

Web 新 HP https://bosaijuku-
daruma.com/kyouzai/  

 

 

https://bosaijuku-daruma.com/kyouzai/
https://bosaijuku-daruma.com/kyouzai/
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16 3-(6) 教材公
開・KPI 

旧 HP トップ（アーカ
イブ導線／移設案内） 

Web 旧
HP 

https://darumajin.sakura.
ne.jp 

新旧サイト
の接続 

旧ホームページはデータベースとして保存 
 

 
 
 
 

https://darumajin.sakura.ne.jp/
https://darumajin.sakura.ne.jp/
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17 取組の成果 談義の会 実施記録 
延べ参加者数集計 

PD
F 

旧
HP 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_
enomoto_taininkinenshi/%E2%97%86shiryouhen-

setsumei.pdf 

 
 

防災まちづくり談義の会 ２０５回までの延べ参加者数 ３８５７⼈ 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/%E2%97%86shiryouhen-setsumei.pdf
https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/%E2%97%86shiryouhen-setsumei.pdf
https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/%E2%97%86shiryouhen-setsumei.pdf
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18 取組の成果 HP アクセス統計  
会員の声  

総括的書籍公開編集 

Web 旧
HP 

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiro
ku_enomoto_taininkinenshi/index.html 

 
ホームページアクセス数 ２０２５年９⽉現在 58,888件 （旧ＨＰ:参考値＝ロボット混⼊の可能性あり） 

 
◯会員の声（荏本先⽣⼤退任記念誌から）  👉稲垣⽒の J-COM取材動画紹介（会員レポート） 

 👉稲垣⽒プレゼン資料 

◯書籍としての出版をめざす 現在新ＨＰで公開編集中 ２０２５年９⽉〜 
👉https://bosaijuku-daruma.com/bosai-text250904/ 

『命を守る防災の教科書』 のドラフトを公開 

本書は、防災塾・だるま「防災まちづくり談義の会」２００会の叡智を結集し

「防災立国」を目指す社会の共有知	としてまとめたものです。今回の公開は

「会員レポート」として行っており、皆様からの修正案・アイディア・ご感想をい

ただきながら反映し、内容を随時アップデートしてまいります。	

最終的には、防災塾・だるまの公式資料、さらには書籍としての出版を目指

しています。	

ぜひ以下のページをご覧いただき、ご参加ください。	

📖	「命を守る防災の教科書」の全文公開・公開編集のページ	

👉「命を守る防災の教科書」（編集中）全文ドラフト・図表なし	

👉「命を守る防災の教科書」編集参加フォーム	

https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/index.html
https://darumajin.sakura.ne.jp/17katsudoukiroku_enomoto_taininkinenshi/index.html
https://bosaijuku-daruma.com/bosai-text250904/
https://mirai-bousai.net/?p=360
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc_oF1TnOpraEUwpoXzYhmYKxbFSOpEkD-oanEubU9II3WoNA/viewform?usp=header

